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教
育
目
標
達
成
の
た
め
に

所
長

田
中

浩
三

各
学
校
で
は
教
育
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
多
く
の

取
り
組
む
べ
き
事
項
の
中
か
ら
、
本
年
度
取
組
の
重
点
化

と
し
て
「
重
点
目
標
」
を
位
置
づ
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
だ
と
思
う
。

重
点
目
標
に
よ
り
組
織
全
体
の
本
年
度
の
方
向
性
が
明
確
に
な
り
、
協
働

体
制
に
よ
る
目
標
達
成
を
試
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
よ
う
な
管
理
者
の
意
図
し
て
い
る
こ
と
と
教
職
員
と
の
間
に
、

そ
の
捉
え
方
や
方
向
性
に
意
識
差
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

そ
こ
で
目
標
達
成
に
向
け
、
組
織
全
体
が
ベ
ク
ト
ル
を
同
じ
に
し
て
、

し
か
も
意
識
的
に
取
り
組
む
た
め
の
方
策
等
を
各
学
校
の
実
践
等
も
参
考

に
し
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。

一
、
重
点
目
標
は
三
～
五
項
目
が
適
当
で
あ
る
と
浅
野
良
一
氏
（
兵
庫
教

育
大
学
教
授
）
は
述
べ
て
い
る
。
多
い
と
取
組
が
分
散
化
し
て
し
ま
い

達
成
も
困
難
に
な
る
と
の
こ
と
（
実
際
市
内
学
校
に
は
十
項
目
以
上
の

と
こ
ろ
も
あ
る
）。

二
、
重
点
目
標
設
定
の
際
に
は
、
前
年
度
学
校
評
価
や
学
年
会
等
組
織
の

評
価
（
反
省
）
を
も
と
に
「
今
、
な
ぜ
、
そ
の
こ
と
を
重
点
的
に
取
り

組
も
う
と
す
る
の
か
」
と
い
う
根
拠
を
示
し
、
お
互
い
の
納
得
・
理
解

の
も
と
、
共
通
課
題
と
な
る
よ
う
な
目
標
を
設
定
が
望
ま
し
い
。

三
、
重
点
目
標
の
段
階
で
は
抽
象
的
な
表
現
が
多
い
。
組
織
全
体
で
取
り

組
む
た
め
に
は
、
重
点
目
標
を
さ
ら
に
具
体
化
し
実
践
化
で
き
る
よ
う

に
具
体
（
行
動
）
目
標
で
示
し
て
い
く
こ
と
が
わ
か
り
や
す
い
。

四
、
こ
れ
ら
目
標
に
つ
い
て
は
、
組
織
全
体
で
確
認
（
説
明
）
し
な
が
ら

進
め
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
目
標
達
成
に
向
け
、
機
会
あ

る
毎
に
激
励
や
賞
賛
・
啓
発
等
を
心
掛
け
、
意
欲
づ
け
や
継
続
性
を
図

る
必
要
が
あ
る
。

五
、
重
点
目
標
を
明
確
化
・
具
体
化
す
る
こ
と
は
実
践
・
評
価
・
改
善
の

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
充
実
に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
、
学
年
・
学
級
経

営
や
教
科
経
営
と
の
連
携
、
さ
ら
に
は
、
教
職
員
評
価
シ
ス
テ
ム
に
お

け
る
個
人
目
標
と
の
連
携
等
に
よ
り
、
目
標
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し

た
取
組
が
図
れ
る
。
さ
ら
に
、
個
々
の
面
談
の
際
も
重
点
目
標
達
成
に

む
け
た
視
点
で
の
助
言
等
も
し
や
す
く
な
る
。

以
上
、
重
点
目
標
を
生
か
し
た
教
育
目
標
達
成
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た

が
、
各
学
校
で
は
工
夫
を
凝
ら
し
た
様
々
な
方
法
等
に
よ
り
目
標
達
成
が

図
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

今
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
学
力
向
上
へ
の
取
り
組
み
や
生
徒
指
導
や

危
機
管
理
へ
の
対
応
等
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
組
織
全
体
が
課
題
（
目

標
）
を
共
有
し
組
織
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
、
現
状
打
開
に
は
効
果
的
に

機
能
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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4 月 18 日（木）、第 2 回研修会が行われました。
「思考力・判断力・表現力等をはぐくむ授業づくり」や
「情報セキュリティ」「学級経営の充実」 について講義
が行われました。

５月 15 日（水）第 2 回研修会が行われました。
「道徳授業の在り方と指導案について」「思考力・判断
力・表現力等をはぐくむ授業づくりと評価」について講
義が行われました

4 月 25 日（木）に新任管理職研修会、５月９日（木）
に研究主任研修会が行われました。

新任管理職研修会では、真嘉比小学校校長 崎原永
輝先生と田中浩三所長による講話が行われました。

研究主任研修会では、前神原小学校校長 池間生子
先生による講話と、グループでのワークショップが行
われました。

大村指導主事

池間生子先生

玉村指導主事

崎原永輝校長

４／24(水)

現代の社会で、子ども達からネットやいろいろな情報を
切り離して生活させる事は難しいので、大人がメリットや
デメリットをしっかり伝え、正しい活用法を考えさせるこ
とが大切だと思いました。

ホームページ更新は仕組みがわかると考えていたほど
難しくはないと感じました。現場に戻ったら、協力出来る
ところはがんばろうと思います。

上地弘美先生

比嘉指導主事
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那覇市内の小・中学校の先生方が３１名参加し「学級経営

と週案活用」について

○ どのような学級づくりをめざすのか

○ 学級崩壊・手のかかる子どもへの対応

○ 信頼関係のある学級づくりをめざして

など学級経営をする上で大切なことの講話がありました。

参加された先生方からの感想の一部を紹介します。

授業づくり講座Ⅰ
4 月 15 日(月) 田中浩三所長による

「学級経営の充実に向けてのポイント」に

ついての講座が開催されました。

小：具体的な週案の記載例や書き方についての説明が良かっ
たです。また、資料も良かったと思います。資料を見直
して、実践に活用していきたいと思います。

小：学級経営の役割や、学級の組織づくりやルールづくりに
ついて、その意味や意義をご丁寧に説明していただき、
改めて捉え直すことができました。

中：初めての担任でとても不安でしたが、このように不安な
ことに対してどのようにしたらよいのかを教えていた
だく機会をいただけて少し安心することができました。

中：学期の最初で厳しく指導していたが、あまりやりすぎて
も良くないとわかった。生徒の自然な個性を受け入れつ
つ、けじめのある学級経営を行っていきたい。

研究がスタートし、１ヶ月が経ちました。
各検討会が終わり，研究の構想が見えてきました。
研究員の声を紹介します。

項立て検討会を終え，いかに自分自身の課
題が整理されていないかということに気付
きました。鋭いご指摘や助言を頂く中で，私
自身の伝える力の不足・表現力の乏しさを痛
感しました。今一度，どんな研究にしていき
たいのかという事を整理したいです。

また，テーマや手立ての整合性や検証に向
けての見通しをしっかりともてるようにと
りくんでいきたいです。

田中浩三所長

授業づくり講座Ⅱ

小：教科に合わせて、どのような言語活動を取り入れるべき
なのか考えることができました。また、自分の授業づくり
を見直すことができたので改善していきたいと思います。

小：めあて、まとめの立て方等とても勉強になりました。何
を目的としているのか、生活の中でどのように活かせるの
かもう一度練り直して授業をつくっていきたいです。

中：活用する力を身に付ける為の授業展開がそれぞれの教科
に例として挙げられていたため非常に分かりやすかった。
早速、明日より今日学んだことを活かしたいと思います。

中：まだ授業が始まって一ヶ月程しか経っておらず、自分の
授業はこのままでいいのかと思っていた時に、この講座が
開かれてとても助かりました。言語活動メモ、たくさん活
用していきたいと思います。

５月 13 日(月) 上江洲朝男指導主事・

奥間千賀子指導主事による「思考力・判断

力・表現力等をはぐくむ授業づくり」につ

いての講座が開催されました。

那覇市内の小・中学校の先生方が３５名参加し言語活動を充

実させる展開の工夫について講話と授業づくりの演習を行い

ました。先生方からの感想の一部を紹介します。

又吉めぐみ
指導主事

上江洲指導主事

下地 智子

喜屋武直人

①どんな研究がしたいのか，②そのテーマを達
成するためにどんな工夫をするのか，③実践可能
なことか，④どう検証していくか等，見直しのポ

イントを押さえて，これからも研究を一歩一歩進
めていきます。

理論に基づいた検証ができるように，しっかり

とした基本仮説・作業仮説を立てて，子ども達の
変容が見取れるように見通しをもって研究を進
めていきます。

大城 真弓

言葉一つで、やりたい方向性が変わってく
ることを知り、慎重に言葉の吟味をする必要
を感じました。やりたいことはぶれていない
つもりでも、読み手に伝えることができない
表現力の乏しさを痛感しました。

もう一度、文章を見直し、言葉のずれや内
容の整合性など一つひとつ丁寧に見直した
いと思います

富山 仁志

自分ではできたと思っていた文章表現も，
指摘されて初めて間違いに気づくことが数多
くありました。さらに，いろいろな資料や文
献を読んで理解した「活用」についても，い
ざ説明しようと思ったら，それができず，自
分自身わかったつもりになっていることに気
づきました。

今後は中間検討会に向け，しっかりとテー
マや仮説を検討し，資料も読み込み，計画立
てて進めていきたいと思います。

教員の質を上げるための研修
をどうするのか。若手教員をどう
育成すればよいのか。公立学校再
生への近道として、教員の資質向
上、「校内研修」改革の手法を紹
介する。【「TRC MARC」の商品
解説】より

『教師の意識を変える校内研修マニュアル』

有本昌弘, 白鳥信義 学事出版 2010


